せ兒^ ： 

宮本 百合 子 



たが 突き かえされ、 翌日 も 突き かえされ これで 三度 目 

なのであった。 

「じ や、 ちょっと 待って 下さい」 

主任が 出て 行った。 あとの 連中 は 盛に 大掃除 を はじ 

め、 

「ャ、 御免」 

とか、 

「ごみが かかる よ」 

とか、 コ ） ^を 着て そこに 立って いる サェ のま ゎリを 

わざと 邪魔そう に まわ つ た。 

主任 は 間もなく 帰って来て、 



事務員であった サェは 二 力 月 留置場へ 入れられた。 四 

月で あつたが 寒さの ために リヨ ー マチが ついた。 石の 

壁 をと おし、 床のう すべり をと おし、 日光の 射さない 

檻の 中の 寒さ は 専吉の 膝の 骨まで しみとおつ ている で 

あろう。 その 凍え 工合が サェの 肌身に 感じられる。 I 

サェが 凝つ と 一 一階の 窓から 決して 開く ことのない 留 

置 場の 窓に 向って 目 を 凝して いると、 下の 内庭へ ピカ 

ピカ 光った 黒 皮の ゲ— トル を 巻いた 背の 高い 交通巡査 

が、 裏の 通用門の 方から 入って 来た。 

股 を ひろげて こっちに 顔 を 向け 焚火に 手 を かざして 



んで 入れて やって いた。 そのこと を サェは 思い起して 

いるので あった。 

十 時す ぎて、 年越し そば を 食べようと 云う ことに 

なった。 

「いいねえ」 

「何？ かけ？」 

「かけ 9 やすくて 美味いた ね もんない かしら… 

〜」 

「きつねが いい、 うまい よ」 

「じ や、 きつね！ きつね 七つ」 

「わたし、 云って きます」 



サヮ 子が 部屋の 中から 襟卷を 口のと ころまで まいて 

出て 行った。 

小 一 時間 も 経った 時分、 台所で、 

フ J ん ばん はァ」 

と 呼んで いる 声 をき きつけ サェが 急いで 下りて 行って 

見たら、 それ は 荒物屋の 若衆であった。 箒、 まな 板、 

ザル、 庖丁。 そんな ものが ところせ まく 並べて ある 前 

に、 いかにもよ くあった まった 湯 あがりら しい 色 ざし 

のおば あさんが 小さく 坐リ、 

「まさ ちゃんが 見ん けに ャ …… 」 

と 云って いる。 まさの 後から £ 太郎も 足音 高く 下りて 



る。 ポンプ を もむ 音 も 聞え る。 日頃 は 早寝の 界隈 も、 

今夜 は ざわめい ている。 ザ— と 勢よ く 水 をつ かう 音が 

し、 

「なんて、 いいんでしょう！」 

まないた 

台所で まさが 新しい 俎板で 何 かきりながら、 感動の 

こもった 優しい声で 云って いるの が サェに 聞え た。 

「なんて、 いいんでしょう！ きず をつ ける のが 何 だ 

かこわい みたいだ！」 

その 台所 口から も、 隣リの 家の 明るい 風呂場の ガラ 

ス 窓 の 上に 黒く 人影が 動く のが 見え 微かに 石炭の 煙の 

句い が 漂って 来る。 かれこれもう 十二時であった。 I 



と、 皆の 顔 を 見 まわした。 

「きつね を、 たぬきと でもき いたんで あるまい か」 

r サヮ 子さん たら！」 

満 子が 編物 をと り 落す ほど 笑い こけた。 サヮ子 は、 

プリントの 仕事な ど させられ ると 粒の 揃った 細か い 字 

が 書け ないで 先ず 閉口す るた ちであった。 いっか もこ 

ういう ことがあ つ た。 

或る 仲間が、 もしかすると 検挙され る 危険が あると 

いう 場所へ 出かけ、 遂に やられた。 そのと き、 安否 を 

見と どける ために 別の 仲間が 一 人 ほんのち よ つ と はな 

れた ところまで 行って いたと いう ことがあ とで 知れた 
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